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(57)【要約】
【課題】陰極の劣化の度合いが低く、且つ小型で軽量な
表示装置、およびその製造方法を提供する。
【解決手段】表示装置１は、薄膜状の有機ＥＬ素子２０
と、有機ＥＬ素子２０の一方の面側に設けられる二次電
池層１０とを備える。二次電池層１０は、電解質層１３
と陰極活物質層１１とを備える。陰極活物質層１１は、
電解質層１３における有機ＥＬ素子２０側の反対面側に
設けられ、電解質層１３に電子を放出する。有機ＥＬ素
子２０は、発光層２１と透明陰極層２２とを備える。さ
らに、表示装置１は、電解質層１３における陰極活物質
層１１側の反対面側と、発光層２１における透明陰極層
２２側の反対面側との間に、共通陽極層３０を備える。
共通陽極層３０は、電解質層１３から電子を取り込み、
且つ発光層２１に電圧を印加する。
【選択図】図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　薄膜状の有機ＥＬ素子と、前記有機ＥＬ素子の一方の面側に設けられる二次電池層とを
備えた表示装置であって、
　前記二次電池層は、
　電界質層と、
　前記電解質層における前記有機ＥＬ素子側の反対面側に設けられ、前記電解質層に電子
を放出する陰極活物質層とを備え、
　前記有機ＥＬ素子は、
　電圧が印加されることによって発光する発光層と、
　前記発光層における前記二次電池層側の反対面側に設けられ、前記発光層に電圧を印加
する透明陰極層とを備え、
　前記表示装置は、
　前記二次電池層の前記電解質層における前記陰極活物質層側の反対面側と、前記有機Ｅ
Ｌ素子の前記発光層における前記透明陰極層側の反対面側との間に設けられ、前記電解質
層から電子を取り込み、且つ前記透明陰極層と共に前記発光層に電圧を印加する共通陽極
層を備えたことを特徴とする表示装置。
【請求項２】
　前記電解質層が固体電解質の層であることを特徴とする請求項１に記載の表示装置。
【請求項３】
　前記共通陽極層は、ペロブスカイト型の構造を有する物質を含むことを特徴とする請求
項１または２に記載の表示装置。
【請求項４】
　前記共通陽極層が透明酸化膜であることを特徴とする請求項１または２に記載の表示装
置。
【請求項５】
　前記共通陽極層は、
　前記電解質層における前記有機ＥＬ素子側の面に設けられ、ペロブスカイト型の構造を
有する物質を含む陽極活物質層と、
　前記発光層における前記二次電池層側の面に設けられた透明酸化膜と
　を備えたことを特徴とする請求項１または２に記載の表示装置。
【請求項６】
　電圧が印加されることによって発光する発光層を有する薄膜状の有機ＥＬ素子と、電解
質層を有し、前記有機ＥＬ素子の一方の面側に設けられる二次電池層とを備える表示装置
の製造方法であって、
　前記電解質層と、前記電解質層の一方の面側に設けられて前記電解質層に電子を放出す
る陰極活物質層とを形成する第一工程と、
　前記第一工程において形成される前記電解質層の前記陰極活物質層側の反対面側に、前
記電解質層から電子を取り込む陽極活物質層を形成する第二工程と、
　前記発光層、および、前記発光層の一方の面側に設けられて前記発光層に電圧を印加す
る陽極層を形成する第三工程と、
　前記第三工程において形成される前記発光層の前記陽極層側の反対面側に、前記陽極層
と共に前記発光層に電圧を印加する透明陰極層を形成する第四工程と、
　前記第二工程において形成された前記陽極活物質層と、前記第三工程において形成され
た前記陽極層とを貼り合わせる貼り合わせ工程と
　を備えたことを特徴とする表示装置の製造方法。
【請求項７】
　電圧が印加されることによって発光する発光層を有する薄膜状の有機ＥＬ素子と、電解
質層を有し、前記有機ＥＬ素子の一方の面側に設けられる二次電池層とを備えた表示装置
の製造方法であって、
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　前記電解質層に電子を放出する陰極活物質層を形成する陰極活物質層形成工程と、
　前記陰極活物質層形成工程において形成された前記陰極活物質層の一方の面側に前記電
解質層を形成する電解質層形成工程と、
　前記電解質層形成工程において形成された前記電解質層の表面側に、前記電解質層から
電子を取り込むと共に前記発光層に電圧を印加する共通陽極層を形成する共通陽極層形成
工程と、
　前記共通陽極層形成工程において形成された前記共通陽極層の表面側に前記発光層を形
成する発光層形成工程と、
　前記発光層形成工程において形成された前記発光層の表面側に、前記共通陽極層と共に
前記発光層に電圧を印加する透明陰極層を形成する透明陰極層形成工程と
　を備えたことを特徴とする表示装置の製造方法。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、有機ＥＬ素子と二次電池とを備えた表示装置、およびその製造方法に関する
。
【背景技術】
【０００２】
　従来、薄膜状（シート状）の有機ＥＬ素子に電力を供給するための様々な技術が知られ
ている。例えば、有機ＥＬ素子の一方の面側に、二次電池である薄膜電池を配置する方法
がある。有機ＥＬ素子と薄膜電池とを重ね合わせるように配置することで、表示装置の厚
みは薄くなる。さらに、特許文献１は、有機ＥＬ素子の陰極と薄膜電池の陰極とを兼ねる
共用陰極を備えた表示装置を開示している。共用陰極が有機ＥＬ素子の陰極と薄膜電池の
陰極とを兼ねるため、表示装置はさらに小型化且つ軽量化される。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開平１０－１４９８８０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　有機ＥＬ素子の陰極には仕事関数の低い物質を用いる必要があるため、陰極は不安定と
なる。特許文献１が開示している表示装置を製造する場合、不安定な陰極を先に形成する
ことになるため、有機ＥＬ素子を形成する過程で陰極が劣化する。従って、陰極の劣化の
度合いが低く、且つ有機ＥＬ素子の電極と薄膜電池の電極とが共用化された表示装置を製
造することは、従来は困難であった。
【０００５】
　本発明は、陰極の劣化の度合いが低く、且つ小型で軽量な表示装置、およびその製造方
法を提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００６】
　本発明の第一の態様に係る表示装置は、薄膜状の有機ＥＬ素子と、前記有機ＥＬ素子の
一方の面側に設けられる二次電池層とを備えた表示装置であって、前記二次電池層は、電
界質層と、前記電解質層における前記有機ＥＬ素子側の反対面側に設けられ、前記電解質
層に電子を放出する陰極活物質層とを備え、前記有機ＥＬ素子は、電圧が印加されること
によって発光する発光層と、前記発光層における前記二次電池層側の反対面側に設けられ
、前記発光層に電圧を印加する透明陰極層とを備え、前記表示装置は、前記二次電池層の
前記電解質層における前記陰極活物質層側の反対面側と、前記有機ＥＬ素子の前記発光層
における前記透明陰極層側の反対面側との間に設けられ、前記電解質層から電子を取り込
み、且つ前記透明陰極層と共に前記発光層に電圧を印加する共通陽極層を備えている。
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【０００７】
　第一の態様に係る表示装置では、二次電池層と有機ＥＬ素子との境界部分に位置する共
通陽極層は、二次電池における陽極活物質層としての機能と、有機ＥＬ素子の陽極として
の機能とを兼ねる。よって、表示装置の小型化、軽量化を容易に行うことができる。さら
に、仕事関数が低く不安定な有機ＥＬ素子の透明陰極層が、有機ＥＬ素子と二次電池層と
を含む複数の層のうち、最も端に位置する。従って、不安定な透明陰極層を最後に形成す
ることができる。よって、第一の実施形態に係る表示装置は、小型且つ軽量とすることが
でき、さらに、透明陰極層の劣化の度合いが低い。
【０００８】
　前記電解質層は、固体電解質の層であることが望ましい。有機ＥＬ素子の発光層は水に
弱い。電解質層を固体とすることで、電解質層から発光層に水が染み出して発光層が劣化
することを防止することができる。
【０００９】
　前記共通陽極層は、ペロブスカイト型の構造を有する物質を含むことが望ましい。ペロ
ブスカイト型の構造を有する物質は、結晶格子内に多くのイオンを取り込み保持すること
ができる。従って、二次電池層は効率よく電力を蓄電することができる。
【００１０】
　前記共通陽極層は、透明酸化膜であってもよい。導電性が良い透明酸化膜を共通陽極層
に用いることで、ホール注入が起こりやすくなるため、表示装置は低駆動電圧で動作する
ことができる。また、発生するジュール熱が減少するため、ジュール熱による劣化の速度
が低下する。従って、共通陽極層に透明酸化膜を用いることで、表示装置の発光効率およ
び耐久性を向上させることができる。
【００１１】
　前記共通陽極層は、前記電解質層における前記有機ＥＬ素子側の面に設けられ、ペロブ
スカイト型の構造を有する物質を含む陽極活物質層と、前記発光層における前記二次電池
層側の面に設けられた透明酸化膜とを備えてもよい。この場合、二次電池は、ペロブスカ
イト型の構造を有する物質を含む陽極活物質層によって、効率よく電力を蓄電することが
できる。さらに、有機ＥＬ素子の発光効率および耐久性は、導電性が良い透明酸化膜を用
いることで向上する。よって、蓄電効率、発光効率、および耐久性の高い表示装置とする
ことができる。
【００１２】
　本発明の第二の態様に係る表示装置の製造方法は、電圧が印加されることによって発光
する発光層を有する薄膜状の有機ＥＬ素子と、電解質層を有し、前記有機ＥＬ素子の一方
の面側に設けられる二次電池層とを備える表示装置の製造方法であって、前記電解質層と
、前記電解質層の一方の面側に設けられて前記電解質層に電子を放出する陰極活物質層と
を形成する第一工程と、前記第一工程において形成される前記電解質層の前記陰極活物質
層側の反対面側に、前記電解質層から電子を取り込む陽極活物質層を形成する第二工程と
、前記発光層、および、前記発光層の一方の面側に設けられて前記発光層に電圧を印加す
る陽極層を形成する第三工程と、前記第三工程において形成される前記発光層の前記陽極
層側の反対面側に、前記陽極層と共に前記発光層に電圧を印加する透明陰極層を形成する
第四工程と、前記第二工程において形成された前記陽極活物質層と、前記第三工程におい
て形成された前記陽極層とを貼り合わせる貼り合わせ工程とを備えている。
【００１３】
　第二の態様に係る表示装置の製造方法によると、二次電池層の陽極活物質層と、有機Ｅ
Ｌ素子の陽極層とが貼り合わされる。その結果、二次電池層の陽極と有機ＥＬ素子の陽極
とが共用化されるため、小型且つ軽量の表示装置を製造することができる。さらに、複数
の層のうち、仕事関数が低く不安定な有機ＥＬ素子の透明陰極層を最後に形成してから、
貼り合わせ工程を経て表示装置を完成させることができる。従って、小型且つ軽量の表示
装置を、製造工程における透明陽極の劣化を防止しつつ製造することができる。
【００１４】
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　本発明の第三の態様に係る表示装置の製造方法は、電圧が印加されることによって発光
する発光層を有する薄膜状の有機ＥＬ素子と、電解質層を有し、前記有機ＥＬ素子の一方
の面側に設けられる二次電池層とを備えた表示装置の製造方法であって、前記電解質層に
電子を放出する陰極活物質層を形成する陰極活物質層形成工程と、前記陰極活物質層形成
工程において形成された前記陰極活物質層の一方の面側に前記電解質層を形成する電解質
層形成工程と、前記電解質層形成工程において形成された前記電解質層の表面側に、前記
電解質層から電子を取り込むと共に前記発光層に電圧を印加する共通陽極層を形成する共
通陽極層形成工程と、前記共通陽極層形成工程において形成された前記共通陽極層の表面
側に前記発光層を形成する発光層形成工程と、前記発光層形成工程において形成された前
記発光層の表面側に、前記共通陽極層と共に前記発光層に電圧を印加する透明陰極層を形
成する透明陰極層形成工程とを備えている。
【００１５】
　第三の態様に係る表示装置の製造方法によると、仕事関数が低く不安定な有機ＥＬ素子
の透明陰極層を、複数の層を形成する工程における最後の工程で形成することができる。
従って、途中の工程で透明陰極層を形成する場合に比べ、透明陰極層の劣化の度合いは低
くなる。従って、二次電池層の陽極と有機ＥＬ素子の陽極とが共用化された小型且つ軽量
の表示装置を、透明陰極層を大幅に劣化させることなく製造することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１６】
【図１】表示装置１における二次電池層１０、有機ＥＬ素子２０、および共通陽極層３０
の積層構造を示す斜視図である。
【図２】表示装置１の電気的構成を説明するための説明図である。
【図３】表示装置１の第一製造工程を示すフローチャートである。
【図４】第一製造工程における第一ユニット形成工程（Ｓ１）を示すフローチャートであ
る。
【図５】第一ユニット形成工程の陰極活物質形成工程（Ｓ１１）から陽極集電体形成工程
（Ｓ１４）によって形成される単位電池層１５を示す断面図である。
【図６】第一製造工程の第一ユニット形成工程（Ｓ１）によって形成される第一ユニット
１００、および第二ユニット形成工程（Ｓ２）によって形成される第二ユニット２００を
示す断面図である。
【図７】第一製造工程における第二ユニット形成工程（Ｓ２）を示すフローチャートであ
る。
【図８】第一製造工程の貼り合わせ工程（Ｓ３）を示す断面図である。
【図９】貼り合わせ工程（Ｓ３）が終了した状態を示す断面図である。
【図１０】第二製造工程によって製造される表示装置１の一部の断面図である。
【図１１】表示装置１の第二製造工程を示すフローチャートである。
【発明を実施するための形態】
【００１７】
　以下、本発明を具現化した第一の実施形態について、図面を参照して説明する。参照す
る図面は、本発明が採用し得る技術的特徴を説明するために用いられるものである。図面
に記載されている製造工程、表示装置１の構造等は、それのみに限定する趣旨ではなく、
単なる説明例である。
【００１８】
　図１および図２を参照して、表示装置１について説明する。図１に示すように、表示装
置１は、二次電池層１０と有機ＥＬ素子２０とを備える。二次電池層１０は、電力を蓄電
する薄膜電池であり、蓄電した電力を有機ＥＬ素子２０に供給する。有機ＥＬ素子２０は
、電力が供給されることによって発光することができる薄膜状の発光素子である。さらに
、表示装置１は、二次電池層１０の一方の面と、有機ＥＬ素子２０の一方の面との間に、
共通陽極層３０を備える。二次電池層１０、共通陽極層３０、および有機ＥＬ素子２０を
層状に重ね合わせることで、表示装置１を薄型化且つ軽量化することができる。
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【００１９】
　二次電池層１０について説明する。二次電池層１０は、有機ＥＬ素子２０から離間して
いる方（図１における左方）から順に、基板５、陰極活物質層１１、および電解質層１３
を備える。陰極活物質層１１には、電極端子１２が接続されている。
【００２０】
　基板５は、表示装置１を支持し、且つ内部を保護する。陰極活物質層１１は、電解質層
１３に電子を放出する。陰極活物質層１１を形成するための物質には、Ｌｉ（リチウム）
、Ｌｉ－Ａｌ合金、酸化チタン、コバルト酸リチウム（ＬｉＣｏＯ２）、スピネル型マン
ガン酸リチウム、硫化物の高分子、ポリアセチレン、黒鉛（ＬｉＣ６）、チタネイト（Ｌ
ｉ４Ｔｉ５Ｏ１２）、Ｓｉ（Ｌｉ４．４Ｓｉ）、Ｇｅ（Ｌｉ４．４Ｇｅ）等を用いること
ができる。
【００２１】
　電解質層１３は、外部から加えられた電場によってイオンを移動させることができる層
であり、二次電池層１０における発電材料として機能する。電解質層１３には液体電解質
を用いることも可能ではあるが、ＰＥＯ（ポリエチレンオキサイド）等の固体電解質を用
いることが望ましい。固体電解質を用いることで、後述する有機ＥＬ素子２０の発光層２
１に水が染み出す可能性を低下させることができる。その結果、水に弱い性質を有する発
光層２１の劣化を防止することができる。
【００２２】
　有機ＥＬ素子２０について説明する。有機ＥＬ素子２０は、二次電池層１０に近い方（
図１における左側）から順に、インターレイヤー層２４、発光層２１、および透明陰極層
２２を備える。透明陰極層２２には、電極端子２３が接続されている。
【００２３】
　発光層２１は、電圧が印加されることで発光する。発光層２１を形成するための発光材
料として、例えば、ポリフルオレン（ＰＦ）系発光材料、ポリフェニレンビニレン（ＰＰ
Ｖ）系発光材料、ポリビニルカルバゾール（ＰＶＫ）系発光材料、ポリフェニレンエチニ
レン（ＰＰＥ）系発光材料、ポリフェニレン（ＰＰ）系発光材料、ポリパラフェニレン（
ＰＰＰ）発光材料、ポリシラン系発光材料等のうち、１種または２種以上を用いることが
できる。
【００２４】
　透明陰極層２２は、発光層２１が発した光を外部（図１における右方）に透過させるた
めに透明な物質によって形成されており、発光層２１に電圧を印加する。透明陰極層２２
には、例えば、カルシューム層に銀（Ａｇ）または金（Ａｕ）の層を積層したものを用い
ることができる。
【００２５】
　インターレイヤー層２４は、発光層２１が含有する発光材料よりもＬＵＭＯレベルの高
いポリマーで構成すればよい。具体的には、発光層２１に用いている芳香族アミン材料を
含む共重合体等を使用することができる。インターレイヤー層２４を設けることで、二次
電池層１０から有機ＥＬ素子２０への金属イオンの侵入を防ぐことができる。従って、表
示装置１の耐久性を向上させるために、インターレイヤー層２４を設けることが望ましい
。
【００２６】
　共通陽極層３０について説明する。共通陽極層３０は、二次電池層１０の電解質層１３
から電子を取り込み、且つ、透明陰極層２２との間に設けられた発光層２１に電圧を印加
する。つまり、表示装置１は、共通陽極層３０と二次電池層１０とによって二次電池とし
ての機能を発揮し、且つ、共通陽極層３０と有機ＥＬ素子２０とによって発光素子として
の機能を発揮する。二次電池の陽極と発光素子の陽極とを共通陽極層３０が兼ねるため、
表示装置１は小型化且つ軽量化される。
【００２７】
　共通陽極層３０は、二次電池層１０に近い方（図１における左側）から順に、陽極活物
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質層３１、陽極集電体３２、および透明酸化膜３４を備える。陽極集電体３２には、電極
端子３３が接続されている。
【００２８】
　陽極活物質層３１は、電解質層１３から電子を取り込む。陽極活物質層３１を形成する
ための物質として、例えば、Ｌｉ、Ｌｉ－Ａｌ合金、黒鉛（ＬｉＣ６）、酸化バナジウム
（Ｖ６Ｏ１３、Ｖ２Ｏ５）のほか、ＬｉＣｏＯ２、ＬｉＭｎ２Ｏ４、ＬｉＮｉＯ２、Ｌｉ
ＦｅＰＯ４、Ｌｉ２ＦｅＰＯ４Ｆ、ＬｉＣｏ１／３Ｎｉ１／３Ｍｎ１／３Ｏ２、Ｌｉ（Ｌ
ｉａＮｉｘＭｎｙＣｏｚ）Ｏ２等のマンガン、ニッケル、リン酸鉄Ｌｉ塩を用いることが
できる。
【００２９】
　特に、陽極活物質層３１には、ペロブスカイト構造を有する複合酸化物を用いることが
望ましい。陽極活物質層３１は、イオンが移動できる経路（パス）を持ち、且つイオンを
インターカレート／デインターカレートした際にも構造が保たれることが必要である。さ
らに、陽極活物質層３１は、電子伝導体であること、電極表面での反応が速いこと、反応
生成物が速やかに電極から遠ざかること、電解質とは反応しないこと、等の特性を満足す
る必要がある。ペロブスカイト構造を有する複合酸化物は、上記条件を満たす。ペロブス
カイト構造を有する複合酸化物として、例えば、酸化バナジウム（Ｖ６Ｏ１３、Ｖ２Ｏ５
）、ＬｉＣｏＯ２、ＬｉＭｎ２Ｏ４等が知られている。また、陽極集電体３２には、Ｎｉ
（ニッケル）の金属箔等を用いることができる。
【００３０】
　透明酸化膜３４には、ＩＴＯ（ｉｎｄｉｕｍ　ｔｉｎ　ｏｘｉｄｅ）、ＩＺＯ（ｉｎｄ
ｉｕｍ　ｚｉｎｃ　ｏｘｉｄｅ）等を用いることができる。透明酸化膜３４を用いること
で、有機ＥＬ素子２０の発光層２１にホール注入が起こりやすくなるため、表示装置１は
低駆動電圧で動作することができる。また、発生するジュール熱が減少するため、ジュー
ル熱による劣化の速度が低下する。従って、表示装置１の発光効率および耐久性を向上さ
せることができる。なお、透明酸化膜３４を用いることが望ましいが、透明酸化膜の代わ
りとしてＡｕ、Ｐｔ、Ａｇ等の貴金属層を用いることも可能である。
【００３１】
　図２を参照して、表示装置１の電気的構成について説明する。表示装置１が備える３つ
の電極端子１２，２３，３３の各々は、外部電源４０に接続する。詳細には、外部電源４
０の正極は、共通陽極層３０（図１参照）の電極端子３３に接続する。双極のスイッチ４
１の共通接点は、陰極活物質層１１（図１参照）の電極端子１２に接続する。スイッチ４
１の一方の極の端子は、透明陰極層２２（図１参照）の電極端子２３に接続する。スイッ
チ４１の他方の極の端子は、外部電源４０の負極に接続する。スイッチ４１によって、陰
極活物質層１１の電極端子１２と透明陰極層２２の電極端子２３とを接続すると、二次電
池層１０に蓄電された電力が有機ＥＬ素子２０に供給され、発光層２１が発光する。スイ
ッチ４１によって、陰極活物質層１１の電極端子１２と共通陽極層３０の電極端子３３と
を接続すると、二次電池層１０に電力が蓄電される。
【００３２】
　図３から図９を参照して、第一の実施形態における表示装置１の製造工程（第一製造工
程）について説明する。図３に示すように、第一製造工程では、第一ユニット形成工程（
Ｓ１）において、後述する第一ユニット１００（図６および図８参照）が形成される。次
いで、第二ユニット形成工程（Ｓ２）において、第二ユニット２００（図６および図８参
照）が形成される。別々に形成された第一ユニット１００および第二ユニット２００が、
貼り合わせ工程（Ｓ３）において、所謂ラミネート法（貼り合わせ法）によって貼り合わ
される。ラミネート法とは、複数の層を加圧によって貼り合わせる方法であり、表示装置
１を容易に製造できる。加圧を行う際に加熱を行っても良い。次いで、封止工程（Ｓ４）
においてモジュールが封止され、第一製造工程は終了する。
【００３３】
　図４から図６を参照して、第一ユニット形成工程について詳細に説明する。まず、陰極
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活物質層形成工程（Ｓ１１）では、基板５の一方の面に陰極活物質層１１が形成され、形
成された陰極活物質層１１に電極端子１２（図１および図２参照）が接続される。本実施
形態では、基板５にはＰＥＴ（ポリエチレンテレフタレート）のフィルムを使用したが、
他のプラスチック基板、ガラス基板等を用いることも可能である。陰極活物質層１１の材
質は、Ｌｉ－Ａｌ合金とした。電極端子１２にはＣｕ，Ｎｉ箔を使用し、導電性接着剤に
よって電極端子１２を陰極活物質層１１に貼り付けた。
【００３４】
　電解質層形成工程（Ｓ１２）では、陰極活物質層形成工程（Ｓ１１）において形成され
た陰極活物質層１１の表面に、前述した高分子電解質であるＰＥＯ（ポリエチレンオキサ
イド）が塗布される。その結果、固体の電解質層１３が形成される。陰極活物質層１１の
表面とは、基板５に重なり合う面の反対側の面（図５における下側の面）である。
【００３５】
　陽極活物質層形成工程（Ｓ１３）では、電解質層１３の表面に、陽極活物質層３１が形
成される。本実施形態では、スパッタリングによって、酸化バナジウム（Ｖ６Ｏ１３）か
らなる陽極活物質層３１を形成した。
【００３６】
　陽極集電体形成工程（Ｓ１４）では、陽極活物質層３１の表面に陽極集電体３２が形成
される。形成された陽極集電体３２に、電極端子３３（図１および図２参照）が接続され
る。陽極集電体３２の材質にはＮｉ（ニッケル）を用いた。電極端子３３にはＣｕ，Ｎｉ
箔を使用し、導電性接着剤によって電極端子３３を陽極集電体３２に貼り付けた。
【００３７】
　Ｓ１１～Ｓ１４で形成される層（陰極活物質層１１、電解質層１３、陽極活物質層３１
、および陽極集電体３２の層）をさらに重ねる場合には（Ｓ１５：ＹＥＳ）、工程はＳ１
１へ戻る。この場合、Ｓ１１では、直前に行われた陽極集電体形成工程（Ｓ１４）におい
て形成された陽極集電体３２の表面（図５における下側の面）に、陰極活物質層１１が形
成される。その後、前述したＳ１２～Ｓ１４の工程が繰り返される。Ｓ１１～Ｓ１４の工
程が繰り返される毎に、陰極活物質層１１、電解質層１３、陽極活物質層３１、および陽
極集電体３２の層からなる単位電池層１５（図５参照）が、直列に積層されることになる
。その結果、表示装置１のセル電圧は増加する。図５に示す単位電池層１５の形成が終了
すると（Ｓ１５：ＮＯ）、工程はＳ１６へ移行する。なお、複数の単位電池層１５を直列
に積層する場合、電極端子３３（図１および図２参照）は、最後に形成する陽極集電体３
２、つまり、複数の陽極集電体３２のうち基板５から最も離間した位置に形成される陽極
集電体３２にのみ接続すればよい（Ｓ１４）。
【００３８】
　第一透明酸化膜形成工程（Ｓ１６）では、直前に行われた陽極集電体形成工程（Ｓ１４
）において形成された陽極集電体３２の表面に、第一透明酸化膜３４Ａが形成される。本
実施形態では、スパッタリングによって、ＩＴＯからなる第一透明酸化膜３４Ａを形成し
た。図６に示すように、以上のＳ１１～Ｓ１６の工程によって第一ユニット１００が完成
する。
【００３９】
　図６および図７を参照して、第二ユニット形成工程について詳細に説明する。まず、第
二透明酸化膜形成工程（Ｓ２１）では、再剥離型アクリル系接着剤組成物シート５１上に
、第二透明酸化膜３４Ｂが形成される。本実施形態では、スパッタリングによって、ＩＴ
Ｏからなる第二透明酸化膜３４Ｂを形成した。
【００４０】
　インターレイヤー層形成工程（Ｓ２２）では、第二透明酸化膜形成工程（Ｓ２１）にお
いて形成された第二透明酸化膜３４Ｂの表面に、インターレイヤー層２４が形成される。
本実施形態では、芳香族アミン材料を含む共重合体を、スピンコート法によって塗布する
ことで、インターレイヤー層２４を形成した。しかし、スピンコート法の代わりに、スプ
レイ法、ダイコート法等を用いてもよい。第二透明酸化膜３４Ｂの表面とは、再剥離型ア
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クリル系接着剤組成物シート５１に重なり合う面の反対側の面（図６における下側の面）
である。
【００４１】
　発光層形成工程（Ｓ２３）では、インターレイヤー層２４の表面に発光層２１が形成さ
れる。本実施形態では、ポリフルオレン（ＰＦ）系発光材料を含む溶液（溶媒：アニソー
ル）をインターレイヤー層２４の表面に塗布して真空ベークすることで、発光層２１を形
成した。塗布法としては、スピンコート法、スプレイ法、ダイコート法等を用いることが
できる。また、塗布法の代わりに、インクジェット法、転写法等の印刷法を用いることも
可能である。発光材料の溶媒には、例えば、アニソール、トルエン、キシレン、メチルア
ニソール、ジメチルアニソール、テトラリン、安息香酸エチル、安息香酸メチル等のうち
、１種または２種以上を用いることができる。
【００４２】
　透明陰極層形成工程（Ｓ２４）では、発光層２１の表面に透明陰極層２２が形成される
。本実施形態では、１ｎｍから１０ｎｍ程度のカルシューム層の上に、銀（Ａｇ）を１ｎ
ｍから２０ｎｍ程度の厚みで積層することで、透明陰極層２２を形成した。工程は、蒸着
またはスパッタリング等によって行えばよい。さらに、形成された透明陰極層２２に電極
端子２３（図１および図２参照）が接続される。電極端子２３にはＣｕ，Ｎｉ箔を使用し
、導電性接着剤によって電極端子２３を透明陰極層２２に貼り付けた。図６に示すように
、以上のＳ２１～Ｓ２４の工程によって第二ユニット２００が完成する。
【００４３】
　図３、図８、および図９を参照して、貼り合わせ工程（Ｓ３）および封止工程（Ｓ４）
について詳細に説明する。貼り合わせ工程（Ｓ３）では、図８に示すように、第一ユニッ
ト１００および第二ユニット２００が貼り合わされる。本実施形態では、まず、再剥離型
アクリル系接着剤組成物シート５１が、第二透明酸化膜３４Ｂから引き剥がされる。次い
で、第一透明酸化膜３４Ａの表面と、第二透明酸化膜３４Ｂの表面との間に、厚みを薄く
した導電性接着剤を挟む。次いで、第一ユニット１００と第二ユニット２００とを、加熱
しつつ圧着する。その結果、図９に示すように、二次電池層１０と、共通陽極層３０と、
有機ＥＬ素子２０とが積層された状態のモジュールが完成する。
【００４４】
　封止工程（Ｓ４）では、完成したモジュールが封止される。詳細には、まず、ＳｉＯ２

／ＳｉＯＮＸ／アクリル樹脂を、化学気相成長法（ＣＶＤ：Ｃｈｅｍｉｃａｌ　Ｖａｐｏ
ｒ　Ｄｅｐｏｓｉｔｉｏｎ）によって積層し、ガスバリア付きの封止フィルムを形成する
。次いで、ＳｉＯ２／ＳｉＯＮＸ／アクリル樹脂を化学気相成長法によって積層し、発光
窓を有するガスバリア付きのフィルムを形成する。Ｓ３までの工程において完成したモジ
ュールを、２つのフィルムの間に挟み、接着剤を用いて封止する。以上で表示装置１が完
成する。
【００４５】
　以上説明したように、本実施形態に係る表示装置１では、二次電池層１０と有機ＥＬ素
子２０との境界部分に位置する共通陽極層３０は、二次電池における陽極活物質層として
の機能と、有機ＥＬ素子の陽極としての機能とを兼ねる。さらに、仕事関数が低く不安定
な有機ＥＬ素子２０の透明陰極層２２が、二次電池層１０、共通陽極層３０、および有機
ＥＬ素子２０からなる複数の層のうち、最も端に位置する。従って、不安定な透明陰極層
２２を、複数の層を形成する工程のうちの最後の工程で形成し、第一ユニット１００と第
二ユニット２００とを貼り合わせることができる。よって、表示装置１は小型且つ軽量で
あり、さらに、透明陰極層２２の劣化の度合いが低い。有機ＥＬ素子２０の基板も不要に
なる。
【００４６】
　表示装置１の電解質層１３は、固体電解質の層である。従って、電解質層１３から発光
層２１に水が染み出すことがない。よって、水に弱い発光層２１が劣化することを防止す
ることができる。また、ペロブスカイト型の構造を有する物質は、結晶格子内に多くのイ
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オンを取り込み保持することができる。表示装置１は、電解質層１３における有機ＥＬ素
子２０側の面に、ペロブスカイト型の構造を有する物質を含む陽極活物質層３１を備える
ため、効率よく電力を蓄電することができる。さらに、有機ＥＬ素子２０の発光効率およ
び耐久性は、導電性が良い透明酸化膜３４を用いることで向上する。よって、表示装置１
は、蓄電効率、発光効率、および耐久性が高い。
【００４７】
　図３に示す第一製造工程によると、第一ユニット１００の陽極活物質層３１と、第二ユ
ニット２００の第二透明酸化膜３４Ｂとが、陽極集電体３２および第一透明酸化膜３４Ａ
を介して貼り合わされる。その結果、二次電池の陽極と有機ＥＬ素子の陽極とが共用化さ
れるため、小型且つ軽量の表示装置１を製造することができる。さらに、第一製造工程に
よると、不安定な透明陰極層２２を、複数の層を形成する工程のうちの最後の工程で形成
することができる。よって、第一製造工程によると、前述したように、透明陰極層２２の
大幅な劣化を防ぎつつ、小型且つ軽量の表示装置１を製造することができる。
【００４８】
　上記第一の実施形態において、図４に示す陰極活物質層形成工程（Ｓ１１）および電解
質層形成工程（Ｓ１２）が本発明の「第一工程」に相当する。陽極活物質層形成工程（Ｓ
１３）が「第二工程」に相当する。図７に示す第二透明酸化膜形成工程（Ｓ２１）および
発光層形成工程（Ｓ２３）が「第三工程」に相当する。第二透明酸化膜形成工程（Ｓ２１
）において形成される第二透明酸化膜３４Ｂが「陽極層」に相当する。透明陰極層形成工
程（Ｓ２４）が「第四工程」に相当する。なお、図４に示すＳ１１～Ｓ１４の工程が複数
回繰り返された場合には、形成された複数の陽極活物質層３１のうち、有機ＥＬ素子２０
に最も近い陽極活物質層３１が、共通陽極層３０の一部を構成する陽極活物質層３１とな
る。
【００４９】
　次に、図１０および図１１を参照して、第二の実施形態に係る表示装置１の製造工程（
第二製造工程）について説明する。第二製造工程は、二次電池層１０の陰極活物質層１１
から順に層を形成していく点のみが、ラミネート法を用いる第一製造工程（図３、図４、
および図７参照）と異なる。従って、第一製造工程における各工程と同じ工程については
、第一製造工程と同じ番号を付し、説明を省略または簡略化する。
【００５０】
　図１０に示すように、第二製造工程によって製造される表示装置１は、透明酸化膜３４
が２層に分かれていない点のみが、第一製造工程によって製造される表示装置１（図９参
照）と異なる。よって、表示装置１の各構造については、第一の実施形態と同一の番号を
付し、説明を省略する。
【００５１】
　図１１に示すように、第二製造工程が開始されると、陰極活物質層形成工程（Ｓ１１）
において、陰極活物質層１１および電極端子１２（図１および図２参照）が形成される。
電解質層形成工程（Ｓ１２）において、陰極活物質層１１の表面に電解質層１３が形成さ
れる。陽極活物質層形成工程（Ｓ１３）において、電解質層１３の表面に陽極活物質層３
１が形成される。陽極集電体形成工程（Ｓ１４）において、陽極活物質層３１の表面に陽
極集電体３２が形成され、形成された陽極集電体３２に電極端子３３（図１および図２参
照）が接続される。必要に応じて（Ｓ１５：ＹＥＳ）、Ｓ１１～Ｓ１４の工程が繰り返さ
れる。陰極活物質層１１、電解質層１３、陽極活物質層３１、および陽極集電体３２の層
の形成が終了すると（Ｓ１５：ＮＯ）、工程はＳ１１６へ移行する。
【００５２】
　透明酸化膜形成工程（Ｓ１１６）では、直前に行われたＳ１４において形成された陽極
集電体３２の表面に、透明酸化膜３４が形成される。本実施形態では、スパッタリングに
よって、ＩＴＯからなる透明酸化膜３４を形成した。次いで、インターレイヤー層形成工
程（Ｓ１２２）では、透明酸化膜形成工程（Ｓ１１６）において形成された透明酸化膜３
４の表面に、インターレイヤー層２４が形成される。本実施形態では、芳香族アミン材料
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形成した。発光層形成工程（Ｓ２３）では、インターレイヤー層２４の表面に発光層２１
が形成される。透明陰極層形成工程（Ｓ２４）では、発光層２１の表面に透明陰極層２２
が形成される。最後に、Ｓ２４までの工程で製造されたモジュールが封止工程（Ｓ４）に
おいて封止され、表示装置１が完成する。
【００５３】
　以上説明したように、第二製造工程によると、仕事関数が低く不安定な有機ＥＬ素子２
０の透明陰極層２２を、複数の層を形成する工程における最後の工程で形成することがで
きる。従って、途中の工程で透明陰極層２２を形成する場合に比べて、透明陰極層２２の
劣化の度合いは低くなる。よって、二次電池の陽極と有機ＥＬ素子の陽極とが共用化され
た小型且つ軽量の表示装置１を、透明陰極層２２を大幅に劣化させることなく製造するこ
とができる。
【００５４】
　上記第二の実施形態において、陽極活物質層形成工程（Ｓ１３）および透明酸化膜形成
工程（Ｓ１１６）が、本発明の「共通陽極層形成工程」に相当する。なお、Ｓ１１～Ｓ１
４の工程が複数回繰り返される場合には、複数回実行される陽極活物質層形成工程（Ｓ１
３）のうち最後に実行される工程と、その後に行われる透明酸化膜形成工程（Ｓ１１６）
とが、本発明の「共通陽極層形成工程」に相当する。
【００５５】
　本発明は上記実施形態に限定されることはなく、様々な変形が可能であることは言うま
でもない。まず、表示装置１の構造は適宜変更が可能である。例えば、上記実施形態に係
る表示装置１では、共通陽極層３０は複数の層を備える。しかし、共通陽極層３０を構成
する層の数は変更できる。より具体的には、ペロブスカイト型の構造を有する物質を含む
１つの層を共通陽極層３０としてもよい。透明酸化膜のみで共通陽極層３０を構成しても
よい。また、共通陽極層３０は、陽極集電体３２を備えなくても良い。
【００５６】
　上記実施形態に係る表示装置１では、発光層２１の一方の面にインターレイヤー層２４
が設けられている。しかし、インターレイヤー層２４を形成せずに表示装置を製造しても
よい。
【００５７】
　上記第一の実施形態では、第一ユニット１００に第一透明酸化膜３４Ａが形成され、第
二ユニット２００に第二透明酸化膜３４Ｂが形成される。その後、第一透明酸化膜３４Ａ
と第二透明酸化膜３４Ｂとが貼り合わされる。つまり、第一ユニット１００の陽極活物質
層３１と、第二ユニット２００の第二透明酸化膜３４Ｂとが、陽極集電体３２および第一
透明酸化膜３４Ａを介して貼り合わされる。しかし、上記工程は変更が可能である。例え
ば、第一ユニット１００の陽極活物質層３１と、第二ユニット２００の第二透明酸化膜３
４Ｂとを、直接貼り合わせてもよい。
【符号の説明】
【００５８】
１　　表示装置
１０　　二次電池層
１１　　陰極活物質層
１３　　電解質層
２０　　有機ＥＬ素子
２１　　発光層
２２　　透明陰極層
３０　　共通陽極層
３１　　陽極活物質層
３４　　透明酸化膜
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